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＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜部屋移動＞
・泉山　紀子様　　東C6号室→東A16号室

・丹内　栄子様　　東C6号室→東A16号室

・小澤　和子様　　東C6号室→東A16号室

・江刺家　キヨ様　東C6号室→東C5号室

・石黒　理一郎様　東A15号室→東C4号室

・金澤　貫藏様　　東A10号室→東C6号室

・矢崎　清三様　　東A16号室→東C6号室

・名久井　光雄様　東C4号室→東C6号室
＜患者様連絡事項＞
・高屋敷　良子様～1/24より、経管栄養（1－2－1）・白湯（200－200－200）へ
　　　　　　　　　変更となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。妄想発言や過度な飲水要求なく、対面時は穏やか。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・木村　格治様～終日隔離中。対面時の声高さあるが易怒性・興奮はない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。断続的にドア蹴りあり
対面時、部屋から出てこようとする事ありスタッフ数名で対応している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～本日より20時～6時の時間隔離に変更となる。余暇は他者交流あり、病的体験に左右された言動なく落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・板橋　愼悦様～バイタルサイン異常無し。ケアへの拒否や抵抗なく、点滴トラブルもなく経過。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・高屋敷　良子様～血圧低値であるが、酸素飽和濃度の低下見られず覚醒状態も良く疎通良好。経管栄養もトラブル無く終了している。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。妄想発言聞かれるが不穏さはない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・見付　幸一様～朝2/3・昼はメイバランスのみ摂取。指示の点滴はトラブルなく実施
　　　　　　　　している。

・夏坂　浩美様～日中の発熱はなく経過。食事は自力にて摂取しているが、活動力の
　　　　　　　　低下や倦怠感は持続している。

・金沢　貫藏様～易怒性や興奮無く対面時は穏やか。余暇は臥床して過ごす事多くみられ、
　　　　　　　　疎通は良好。
・矢崎　清三様～弄便行為頻回にあり、介入要している。難聴あるが、対面時は易怒性なく疎通は良好。
・嶋守　直人様～貧困妄想様の発言聞かれ、独語活発。落ち着きの無さあるが、危険行為はない。
・上平　實様～余暇は自室にて過ごされている。飲酒要求聞かれず、離脱症状もない。
＜深澤Dr患者様診察情報＞
・木村　格治様～臨時薬（フルニトラゼパム）同内容で14日分処方となる。
・坂上　忠三郎様～臨時薬バルプロ酸ナトリウム600㎎→400㎎へ減量、グラマリール中止、チアプリド150㎎追加、他同内容で7日分処方となる。
・下村　慶子様～臨時薬トラムセット中止、プレドニゾロン2㎎追加、他同内容で14日分処方、本日夕より白湯100×3開始、1/24よりビーフリード500ml　2本キープの指示あり。
・夏坂　浩美様～臨時薬フルニトラゼパム2㎎→1㎎へ減量、他同内容で14日分処方となる。
・飯田　修子様～臨時薬同内容で14日分処方となる。
・尾崎　栄子様～臨時薬同内容で14日分処方となる。持参薬ドネペジル中止、当院処方へ切り替え、14日分処方となる。
・三浦　光子様～臨時薬同内容で14日分処方となる。
・金澤　貫藏様～右第1趾爪変形あり。皮膚科受診の指示あり。
・向井　敦子様～臨時薬クロザリル400→450㎎へ増量、センナリド1T減量、グーフィス5㎎追加となり14日分処方となる。

